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5月 1 日現在

世帯数 7,848{ +84) 
人口 22，479{+118) 

男 10，741 (+66) 

女 11 ，738(+52) 



百
修
者

(欧州の特色ああまちてつくOをみ~)
日程 11 月 6 日(木)-"13 日(ボ

研修費用 449，000円(重信町発着)

(内 1/2以内町より助成)

集

重
信
町
で
は
、
平
成
九
年
度
海

外
研
修
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
海
外
研
修

を
通
し
て
国
際
的
な
視
野
と
感
覚

を
養
い
、
地
域
に
お
け
る
国
際
交

流
及
び
地
域
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー

育
成
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま

す
。

募
集
人
員
若
干
名

応
募
資
格
(
団
体
も
可
)

①
重
信
町
在
住
で
研
修
の
趣
旨

を
理
解
し
、
参
加
を
希
望
す

る
方
。

②
健
康
で
協
調
性
の
あ
る
方
。

③
将
来
、
活
発
な
地
域
活
動
の

出
来
る
方
。

応
募
方
法

申
込
書
に
、
次
の
書
類
を
添
付

し
て
応
募
し
て
下
さ
い
。

①
応
募
の
動
機
を
四
百
字
程
度

に
ま
と
め
た
も
の
。

②
勤
務
さ
れ
て
い
る
場
合
は
勤

務
先
の
承
諾
書
。

選
考
方
法

選
考
委
員
会
に
て
決
定

申
込
先
役
場
町
民
謀
住
民
係

国
九
六
四
l

二
O
O

一
間

内
線
二
一
三

七
月
三
十
一
日
嗣

申
込
期
限

(カナタの地織住民|こよ否社会福祉活動をみあ)
日 程 10月 16 自体)-..23 日(ボ

研修費用 446，000円(重信町発着)

(内 1 /2以内町より助成)

目次 月日 発着時間 発豊富地/滞在地 受通機関 鏑 要 富事

1 1 月 6巳 午後 東京(成田〉発 航空機
ﾗ 

4 附 夕刻j 戸ムステルダム着

〈戸ムステルダム泊〉
。

11 月 7日 戸ムステルダム 符~JIíス 午前戸ールスメ戸生 。

自由 花中央市場視察

2 午後:戸ムステルダム 。

市内視察
ﾗ 

(iフムステ凡ダム泊〉

11 月 8日 アムステルダム 特~Jl Iス 終日色彩の町視察 。

∞ 
3 。

〈戸ムステ凡ダム泊〉
ﾗ 

1 1 月 9日 午前 戸ムステルダム発 列車
。

(日) 午前 ブリユッセル積
4 特別パス 着後・フリユッセル 。

市内観察
。

〈ブリユッセル泊〉

11 用 108 ブリユッセル 特~Jl Iス 終日・古本の村ルデユ 。
白) 訪問

5 Jレ ア ユ 。

〈ブリユツセル泊) IX 
プリユツセル

1 1 月 11 日 プリユッセル 終日・自由研修
。

~ 
6 OP itのペニスと呼ぱ ﾗ 

れるブルージュ視察
〈ブリユツセル泊5. ' IX 

11 月 1 2日 ブリユッセル 特~Jl Iス 。

的

ア 午 後戸ムステ凡グム発 航空機 。

〈機中泊〉

1 1 月 13日 午前 東京〈成田〉種

8 附

日本発着利用予定航空会社 ・ KLMオランダ航空添乗員同行

日'lII 月日 発・時間 発着地/滞在地 ~通機関 滴 要 食事

10月16日 午後 東京〈成田)発 航空機
ﾗ 

T 附 午後 トロ ント着 @ 

〈トロント泊〉
。

10月T フ日 トロント 特別パス 午前 トロント市内視察
。

働

2 午後:モミジ・シ二戸・ 。

センター訪問
ﾗ 

〈トロント泊〉

10月 18日 トロ ン ト 特別パス 。

∞ I (15仰の
3 セントキヤサリン 〔ホスト家庭に分宿〕 ﾗ 

〈ホームスティ泊〉
。

10月19日 セントキャサリン 終日:自白研修
。

(日)

4 。

〈ホームスティ泊〉
。

10月20日 セント ・キャサリン 特別パス 。

侭)

5 午後 トロント発 航空機 ﾗ 
午後 パンクパー着 。

υ1ンク-}\一泊〉

10月21 日 パンクーパー 特別パス 午前 YMCA訪問 。

~ 
6 午後・パンクーパ一市 。

内視察
ﾗ 

ο1ンクパー泊〉

10月22日 。
附 午後 パンクーパ一発 航空機

ア ﾗ 

〈機中泊〉
@ 

10月23白

8 附 午後 東京(成田〉着

日本発着利用予定航空会社:力ナディ戸ン航空@ ・ 機内食添乗員同行

現
在
、
重
信
町
で
は
、
リ
サ

イ
ク
ル
を
目
的
と
し
た
分
別
収

集
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
分
別

収
集
の
実
施
に
向
け
て
、
次
の

こ
と
を
習
慣
に
す
る
よ
う
心
が

け
て
下
さ
い
。

一
、
ぴ
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
な
ど
の
容
器
類
は
、
洗

っ
た
後
、
水
を
切
っ
て
か
ら

出
し
て
下
さ
い
。
中
身
が
残

っ
て
い
る
と
、
容
器
の
中
で

汚
れ
と
な
っ
て
リ
サ
イ
ク
ル

が
で
き
な
く
な
り
ま
す

。

ま

た
、
集
積
場
で
の
悪
臭
の
原

因
に
も
な
り
ま
す
。

二
、
ぴ
ん
・
ベ
ッ

ト
ボ
ト
ル

な
ど
の
容
器
類
は
、
フ
タ
を

外
し
て
出
し
て
下
さ
い
。
フ

タ
と
本
体
と
は
材
質
が
違
う

こ
と
か
ら
、
一
つ
一
つ
手
作

業
で
分
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
時
間
と
人
手
が
か

、
か
つ
て
し
ま
い
ま
す
。



寸門司挙7 

公害監視装置設置工事
総事業費 21 ， 108千円

(内簡易保険積立金還元、
融資額 15 ， 200千円/ 重信町クリーンセンター建設事業

総事業費 817，660千円
(内厚生年金国民年金積立金、
還元融資額 629 ，600千円/

重信町総合公園整備事業
総事揖費 198，4 15千円

(内簡易保険積立金還元融資額 55，000千円)

ケ/
/二

:;r / / 

込
拝志、小学校大規模改造工事

総事業費 118， 174千円

伽藍集会所新築工事
総事業費 25，904千円

西岡演習場線道路改良工事
総事業費 62，403千円

農業集落排水緊急整備事業
総事業費 491 ，660千円

若宮西梅本線改良工事
総事業費 33，000千円

その他の事喋

重信町アスレチックジム建設事業
総事業費 5，746千円

(222保険常高空白)
重信町民体育館建設事業

総事業費 53，745千円

ぴ
食
中
毒
か
ら
家
族
を
守
る

六
つ
の
ポ
イ
ン
ト

1

食
べ
物
を
買
う
と
き

O
鮮
度
、
消
費
期
限
の
確
認
。

O
買
い
物
後
は
早
く
帰
宅
。
(
車
の
中

等
に
放
置
し
な
い
こ
と
)

2

食
べ
物
を
保
存
す
る
と
き

O
冷
蔵
庫
は
温
度
管
理
(
十
℃
以
下
)

に
注
意
し
、
詰
め
過
ぎ
な
い
(
七
割

以
下
)。

O
冷
蔵
庫
を
過
信
せ
ず
早
め
に
使
い

き
る
(
冷
蔵
庫
で
は
、
菌
は
死
な
な

3

嗣
理
の
下
準
備
を
す
る
と
き

O
何
は
と
も
あ
れ
、
手
を
洗
う
。

O
生
野
菜
は
流
水
で
丁
寧
に
洗
う
。

(
カ
ッ
ト
野
菜
や
ラ
ッ
プ
し
で
あ

る
野
菜
も
洗
う
)

O
ま
な
紙
、
包
丁
は
洗
剤
と
流
水
で

よ
く
洗
い
、
熱
湯
で
殺
菌
す
る
。

4
調
理
を
す
る
と
き

。
肉
や
魚
を
触
っ
た
り
、
そ
の
他
汚

れ
た
ら
こ
ま
め
に
手
を
洗
う
。

O
加
熱
は
食
品
の
中
心
部

ま
で
十
分

火
を
通
す
。

5

食
事
を
す
る
と
き

O
食
卓
に
つ
く
前
に
手
を
洗
う
。

O
調
理
が
出
来
上
が
っ
た
ら
す
ぐ
食

べ
る
。
(
長
時
間
室
温
に
放
置
し
な

6

残
っ
た
食
品
の
取
り
扱
い

O
速
く
冷
め
る
よ
う
小
さ
い
容
器
で

冷
蔵
保
存
し
、
早
め
に
食
べ
る
。

O
温
め
直
し
は
、
十
分
に
火
を
通
す
。

食
中
毒
予
防
の
三
原
則

菌
を

「
付
け
な
い
F

・
増
や
さ
な
い
F

・
殺
す
/
・
」

松
山
中
央
保
健
所



- 般 A
Q
一A 予計

重信町民体育施設完成予想図(西岡)

算 執 行 状 況

5億円

予算現額
4 一一 ーーー甲 - - ー ー ーーーー - - ーーー 『ーーーーーー

8， 199，573千円 80.4% 
ー-ー- ー ー

3 一一 ー ー・- - ー ー ー・・ - - -ー ー- - - ーーーーーーー --

ド堅持~~
ーー・・・ーーーー

2- ーーーーー - - - ー ー『ーー - - ーーーーーーー ー------ - 宇

1 一一 ー-ーーー ー ー司 ー 由ー ーー ーーー - - -- --

門

手ヰ 目 地 方
税 田I 債

国庫
県支出金 繰越金

地方分担金
繰入金 諸収入

使用料
財産収入

交 付税 町 支 出 金 譲与税他 及負担金 及手数料

予算現額 2 ， 216,64111 , 749 , 715 1,493 ,400 783 ,991 730 , 542 421 ,303 269 ,854 207 ,136 162.724 80 ,180 68 ,201 15 ,886 

収入済額 2 ， 240.90511.768.469 856 , 500 265 ,098 282 , 504 417 ,217 296 , 225 161 ,857 162 ,714 62 ,157 65 ,940 14 ,996 

5 億円

予算現額
4 一一ー -ー『ー - - - -ーー . ---- -ー - - "・・ー - - -ー・b ・・ーー

8， 199，573千円 68.7% 

3 一一 『 ---.- ー_.- - ーーー『 ーー 司『 ー ーーーーーーー ー『

13LV 
ーーー- -ーーーー

2 一一 ー ー，ーー - -圃 幽 』 ーーーー』 ・ー・. -・ ・・-- ・ーーー. - 骨 ー・ ー ・. 骨 F ーーーーー『 ーー-

1 一一一 - -ーー ー・.ーー ーーーー ー ーーー -ーー・ - - ーーー ー- ー ーーーーー』 ーーーー ー・・ F ・

同 円

科 目 土木費 民生費 衛生費 総務費
農林水

教育費 公債費 消防費 議会費
災害

商工費 予備費
産業費 復旧費

予算現額 1,741 ,759 1,585 ,849 1,350 ,518 1,004 ,315 851 , 779 725 ,769 508 ,984 240 , 182 105.812 51.997 30 ,609 2,000 

支出済額 844 ,099 1,276 , 419 973 , 009 536 ,898 438 ,511 678 ,277 506 , 931 221 ,233 104 ,612 21 ,165 29.896 。



特別会計予算執行状況
(単位千円)

会 計 名 予算額 収入済額 収入割合 支出済額 支出割合

住宅新築資金等貸付事業 17 , 403 17 , 015 97.8 % 17 , 015 97.8 % 

老 人 保 健 2 , 142 , 705 1 , 799 , 993 84.0 1 , 923 , 688 89.8 

国 民健康保 険 1 , 371 , 683 1 , 215 , 531 88.6 1 , 118 , 530 8l.5 

簡 易 水道 事業 236 , 461 199 , 480 84.4 189 , 590 80.2 

土地区画整理事業 438 , 724 465 , 596 106.1 429 , 958 98.0 

農業集落排水事業 507 , 253 367 , 511 72.5 385 , 352 76.0 

町民が負担する税- 税等の収納状況
回Tたばこ税

96，959千円
(5.5%) 

町税の内訳
軽自動車税

29，582千円(1.7%)

特別土地保有税
2，638千円
<0.1%) 

税額
予算額 収入済額

1 ， 749 ， 715 ， 000円
町民税 879 ,394 880 ,692 

1人当たり(人口 22 ， 361人)
固定資産税 751 ,776 758.597 

78 ， 406円
国保税 380 , 207 391 ,698 

1世帯当たり (7 ， 764世帯)
水道料 169 , 173 160 ,320 

225 ， 363円
その{也の手見 118 ,545 129 ,180 

古
閏

地方債の現在 (単位千円)

ぷyど竺ご 資金運用部 年 金 簡易保険 :公金営融企公業庫 共済組合 市中銀行 市町村張興協会 言十

一般公共事業 435.170 435 ,170 

公営住宅建設事業 147 ,952 138 ,929 23 ,512 310 ,393 

災害復旧事業 28 ,731 28 ,731 

義務教育施設整備事業 247 , 285 125 , 434 372 ,719 

一般単独事業 1 , 167 ,736 920.883 15 ,000 32 , 468 258 ,347 11 , 200 2 , 405 ,634 

地域改善対策事業 313 ,500 313 ,500 

厚生福祉施設整餓事業 150 , 449 150 , 449 

公共用地先行取得事業 61 ,900 61 ,900 

一般廃棄物処理範設建設事業 I 437 ,600 437 ,600 

上水道事業 10 , 200 12 , 400 22 ,600 

財源対策債 10 ,937 44 ,363 23 ,081 78 ,381 

臨時財政特例債 215 , 231 215 , 231 

公共事業等臨時特例債 39 ,551 39 ,551 I 

調 整 債 6 , 409 6 , 409 

減収補てん債 29.150 29.150 I 

減税補てん債 309 , 200 309 , 200 

言十 2 ,684 ,617 632 , 412 1 ,330 ,178 50 ,912 32 , 468 474 ,831 11 , 200 5 , 216 ,618 



6 百 ι‘ずれi

............ 

入
院
の
際
の
食
事
代
巴
つ
い
て

現
在
、
医
療
機
関
に
入
院
さ
れ

て
い
る
方
に
つ
い
て
の
、
入
院
時

の
食
費
は
、
他
の
医
療
費
と
別
枠

で
次
の
と
お
り
定
額
自
己
負
担
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

標
準
負
担
額

一
日
に
つ
き
七
六

O
円

た
だ
し
、
次
の
場
合
に
該
当
さ

れ
る
方
は
、
負
担
額
が
減
額
さ
れ

ま
す
。

①
町
民
税
非
課
税
の
世
帯
の
方

一
日
に
つ
き
六
五

O
円

②
①
に
該
当
さ
れ
る
方
で
、
過
去

一
年
間
の
入
院
日
数
が
九
十
日

を
越
え
る
場
合

一
日
に
つ
き
五

O
O
円

③
①
に
該
当
さ
れ
る
方
で
、
老
齢

福
祉
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る

場
合一

日
に
つ
き
三

O
O
円

①
②
③
に
該
当
さ
れ
る
老
人
保

健
医
療
受
給
者
、
及
ぴ
国
民
健
康

保
険
加
入
者
で
現
在
入
院
さ
れ
て

い
る
方
は
、
役
場
福
祉
課
に
て
標

準
負
担
額
減
額
認
定
申
簡
手
続
き

を
行
っ
て
下
さ
い
。
な
お
現
在
、
減

額
認
定
証
(
有
効
期
限
・
平
成
九
年

五
月
三
十

一
日
)
を
お
持
ち
の
方

も
、
更
新
申
請
手
続
が
必
要
で
す
。

申
暗
に
必
要
な
も
の

※
老
人
保
健
医
療
受
給
者
の
方

-
印
鑑
・
受
給
者
証
・
健
康

保
険
証
・
領
収
書
(
入
院
日

数
が
確
認
で
き
る
も
の
)

※
国
民
健
康
保
険
加
入
の
方

-
印
鑑
・
保
険
証
・
領
収
書

(
入
院
日
数
が
確
認
で
き

る
も
の
)

四
十
才
以
上
の
方
の

年
金
権
確
保
の
た
め
巴

皆
き
ん
が
加
入
す
る
国
民
年
金
い
て
も
、
加
入
期
間
を
増
や
す
道

は
二
十
才
か
ら
六
十
才
ま
で
の
聞
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

の
四
十
年
間
加
入
す
る
と
、
満
額
さ
ら
に
受
給
権
の
確
保
を
図
る

の
年
金
額
が
保
障
さ
れ
ま
す
。
そ
た
め
に
、
六
十
五
才
以
上
七
十
才

の
聞
に
二
十
五
年
以
上
公
的
年
金
未
満
の
方
で
、
加
入
期
聞
が
不
足

制
度
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
し
て
い
て
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

る
か
、
保
険
料
の
免
除
の
扱
い
を
で
き
な
い
場
合
に
は
、
国
民
年
金

受
け
た
場
合
に
は
、
加
入
期
間
に
に
任
意
加
入
で
き
る
特
例
が
設
け

応
じ
た
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
ら
れ
て
い
ま
す
。

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
特
例
加
入
に
つ
い
て
は
、

し
か
し
、
制
度
に
加
入
し
て
い
昭
和
三
十
年
四
月
一
日
以
前
に
生

て
も
保
険
料
を
納
め
て
い
な
か
っ
ま
れ
た
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

た
場
合
に
は
、
年
金
額
が
少
な
く
な
お
、
こ
の
特
例
加
入
は
、
六

な
っ
た
り
、
二
十
五
年
の
資
格
期
十
五
才
以
前
の
任
意
加
入
と
異
な

聞
を
満
た
さ
ず
、
無
年
金
に
な
る
り
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

場
合
が
あ
り
ま
す
。
期
間
(
最
低
二
十
五
年
)
を
満
た
し

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
六
十
た
時
点
で
、
任
意
加
入
が
終
了
す

才
以
上
で
も
六
十
五
才
に
な
る
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

で
は
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
是
非
こ
の
機
会
に
将
来
の
ラ
イ

ま
す
。
ま
た
加
入
期
聞
が
不
足
し
フ

0

フ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
考
え
て
み

て
い
る
た
め
に
老
齢
基
礎
年
金
の
で
は

:
:
。

受
給
資
格
期
間
を
満
た
す
こ
と
が
詳
し
く
は
役
場
福
祉
課
の
国
民

で
き
な
い
方
や
、
満
額
の
老
齢
基
年
金
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

礎
年
金
が
受
給
で
き
な
い
方
に
つ
い
。

平
成
九
年
度
が

ス
タ
ー
ト

去
る
四
月
十
八
日
、
平
成
九
年

度
婦
人
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
本

年
度
の
事
業
計
画
案
予
算
案
の
承

認
を
受
け
、
新
年
度
の
活
動
に
向

か
っ
て
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
今
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
一
環

と
し
て
、
箪
笥
で
眠
っ
て
い
る
和

服
を
洋
服
へ
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
作

品
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
参
加

者
に
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
関
心
を
持

っ
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

総
会
行
事
の
あ
と
、
私
達
を
長

年
に
わ
た
っ
て
ご
指
導
下
さ
い
ま

し
た
、
土
居
茂
男
先
生
か
ら
、
「
女

性
が
き
ら
め
い
て
生
き
る
た
め

に
」
と
題
し
て
ご
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
「
女
性
が
き
ら
め

い
て
生
き
る
た
め
に
は
、
女
性
の

持
つ
特
長
や
魅
力
を
最
大
限
に
発

揮
す
る
こ
と
。
ま
た
感
情
的
に
物

事
を
判
断
し
な
い
こ
と
。
言
う
べ

き
事
は
言
う
勇
気
を
持
つ
。
共
通

の
話
題
が
話
せ
る
よ
う
新
問
、
ニ

ュ
ー
ス
な
ど
に
目
を
向
け
る
。
他
、

国
際
交
流
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
問
題



消
費
税
は
、
平
成
元
年
四
月
か

ら
税
率
三
%
で
実
施
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
本
年
四
月
一
日
以
後
の

取
引
か
ら
消
費
税
四
%
と
地
方
消

費
税
一
%
を
合
わ
せ
た
五
%
で
課

税
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
方
消
費
税
は
、
地
方
の

時
代
の
財
源
と
し
て
、
新
た
に
創

設
さ
れ
た
も
の
で
、
税
収
の
二
分

の
一
が
市
町
村
に
交
付
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
一
般
に
は
、
ま
だ
な
じ

み
が
薄
い
と
思
わ
れ
る
地
方
消
費

税
に
つ
い
て
、
仕
組
み
な
ど
の
概

要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
、
地
方
消
費
税
っ
て
、

ど
ん
な
税
金
?

地
方
消
費
税
は
、
国
の
税
金
で

あ
る
消
費
税
と
同
様
に
、
圏
内
で

の
販
売
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
及
び

輸
入
さ
れ
る
貨
物
に
対
し
て
課
税

さ
れ
る
都
道
府
県
税
で
す
。

己 ι ‘すれみ・7 

納
税
義
務
者
及
び
課
税
、
非
課

税
、
免
税
等
の
範
囲
は
、
消
費
税

と
同
一
で
す
。

二
、
な
ぜ
、
地
方
消
費
税
な
の
?

地
方
分
権
や
高
齢
化
社
会
の
進

展
に
伴
い
、
き
め
細
か
い
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
行
う
都
道
府
県
や
市
町

村
の
役
割
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
地
方
税
の

充
実
と
と
も
に
安
定
的
な
地
方
税

体
系
を
確
立
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
こ
の
た
め
、
地
方
消
費
税
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

三
、
ど
の
く
ら
い
負
担
す
る
の
?

地
方
消
費
税
の
税
率
は
、
消
費

税
(
四
%
)
額
の
二
五
%
と
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
は
消
費
税
率
に
換
算

す
る
と
一
%
相
当
で
す
。
地
方
消

費
税
は
、
商
品
を
買
っ
た
り
、
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
た
時
に
事
業
者
に

支
払
う
代
金
と
一
緒
に
、
消
費
税

と
あ
わ
せ
て
支
払
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
地
方
消
費
税
と
消
費
税
の

合
計
で
は
五
%
と
な
り
ま
す
。

四
、
税
負
担
が
培
え
る
一
方

で
は
な
い
の
?

地
方
消
費
税
の
創
設
に
あ
わ
せ

て
、
平
成
七
年
度
以
降
、
個
人
住

民
税
の
恒
久
的
な
減
税
が
、
す
で

に
先
行
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
減
税
に
よ
る
年
間
の
減
税
額

は
、
地
方
消
費
税
の
創
設
に
よ
る

年
聞
の
増
税
額
と
お
お
む
ね
見
合

う
も
の
で
す
。
ま
た
、
恒
久
減
税

に
加
え
、
平
成
六
i

八
年
度
に
は
、

景
気
対
策
と
し
て
個
人
住
民
税
・

所
得
税
の
特
別
減
税
も
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

で
す
が
、
事
業
者
の
方
の
事
務
負

担
を
抑
え
る
た
め
、
当
分
の
問
、

国
が
消
費
税
と
あ
わ
せ
て
執
行
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

六
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
?

地
方
消
費
税
は
、
最
終
的
に
消

費
さ
れ
た
都
道
府
県
の
収
入
に
な

る
よ
う
消
費
に
関
連
す
る
指
標
に

基
づ
き
都
道
府
県
間
で
精
算
さ

れ
、
そ
の
二
分
の
一
は
市
町
村
に
、

「
人
口
」
及
び
「
従
業
者

数
」
で
あ
ん
分
し
て
交
付

さ
れ
ま
す
。
地
方
消
費
税

や
市
町
村
へ
の
交
付
金

は
、
都
道
府
県
や
市
町
村

の
貴
重
な
財
源
と
し
て
身

近
な
行
政
に
活
か
さ
れ
ま

す
。

地方消貨統
「ー消会税 1 l 

包I~

五
、
誰
が
ど
の
よ
う
に

納
め
る
の
?

地
方
消
費
税
は
、
事
業
者
の
方

が
消
費
税
の
申
告
期
限
ま
で
に
、

税
務
署
に
消
費
税
と
あ
わ
せ
て
申

告
納
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
地
方
消
費
税
は
都
道
府
県
税

8月の納税
町県民税第 1 期

納税期限6 月 30 日(月)

な
ど
に
も
言
及
さ
れ
、
自
信
と
誇

り
を
持
ち
、
地
域
と
連
携
す
る
。

婦
人
会
の
特
技
を
生
か
し
た
活
動

を
す
る
た
め
に
は
、
会
員
皆
に
知

ら
せ
、
ま
た
続
け
る
こ
と
。
意
志

を
強
く
持
ち
、
前
進
す
れ
ば
、
道

は
開
け
る
。
」
と
し
め
く
く
ら
れ
ま

し
た
。

H

海
外
旅
行
体
験
ひ
ろ
ば
H
H

買
物
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ホ
テ
ル

乗
り
物
等
。
海
外
に
行
っ
た
つ
も

り
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん

，
刀会

場
日
時

町
民
会
館
大
ホ
!
ル

六
月
十
四
日
出

午
後
一
時
i

三
時

参
加
者
小
中
学
生
、
一
般

外
国
人
講
師
数
名

参
加
料
無
料

後
撮
重
信
町
教
育
委
員
会

六
月
十
七
日
ω

午
後
八
時
i

講
師
ホ
セ
・
ガ
ジ
ェ
ゴ
先
生

演
題
「
異
国
の
目
で
見
た
日
本
や

松
山
」

日
時



塩」「減

減
塩
は
高
血
圧
や
脳
卒
中
の
予

防
に
と
て
も
効
果
的
で
あ
る
だ
け

で
な
く
、
胃
が
ん
や
腎
臓
病
の
予

防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

無
理
な
く
減
塩
す
る
コ
ツ
を
紹

介
し
ま
す
の
で
、
簡
単
な
事
か
ら
、

取
り
組
ん
で
み
て
下
さ
い
。

標
で
す
が
、
私
た
ち
の
平
均
摂
取
ま
た
、
食
生
活
に
つ
い
て
、
疑

量
は
約
十
二
グ
ラ
ム
で
す
。
聞
や
相
談
が
あ
れ
ば
「
食
生
活
相

上
林
地
区
で
一
日
二
十
グ
ラ
ム
談
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、

の
塩
分
を
摂
っ
て
い
た
方
が
、
一
ご
利
用
下
さ
い
。

か
月
の
醤
油
の
使
用
量
を
調
べ
、
「
食
生
活
相
談
」

醤
油
の
か
わ
り
に
酢
を
使
っ
た

日
時

毎
月
第
二
・
四
金
曜
日

り
、
漬
け
物
の
量
を
減
ら
す
等
の
午
前
九
時

1

十
一
時

工
夫
を
し
て
、
目
標
量
の
十
グ
ラ
場

所
役

場
保
健
婦
室

ム
ま
で
減
ら
し
た
例
が
あ
り
ま
す
。
相
談
者
管
理
栄
養
士
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漬
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討
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生
け
日
残
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リ
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が
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今

分
席
わ
霊
や
、
つ
で
上
口
品
口
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口
り

針
引
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塩
即
べ
問
岨
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味
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、
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る
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汁

軌
似
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ぷ
よ
く
半
句
な
ヲ
し

ニ
ーl
t

汁
ヨ
ゆ
た
は
み
人

什
討
ン
付
う
具
汁
料
か
分
「

品
三
モ
菜
よ
は
の
材
き
塩
い

食
川
。
レ
野
し
汁
ん
な
を
は
。
し

工
ジ
う
や
味
け
そ
ど
鮮
味
食
に
い

加
一
よ
酢
香
か
み
う
新
塩
外
め
お
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品
X
T

晶
Y

掛
Y

晶
V
A
冊
晶
Y

骨
品

v
a
ex
@
品
Y

働
V
A
申
A
骨
Y

晶
Y

掛
V
也
Y

揃
v
'

問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
先

保
健
婦
直
通
電
話

冨
九
六
四
l

四
一
七
O

ま
た
は冨

九
六
四
l

二
O
O

一
的

内
線
三
一
一
・
三
一
一
一

元
気
か
あ
ち
ゃ
ん
学
級

(
女
性
の
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
)

食
べ
る
こ
と
は
健
康
の
も
と
、
せ
ん
か
?

自
分
で
食
生
活
を
改
善
し
よ
う
と
健
康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
る
た

す
る
と
、
い
ろ
ん
な
疑
問
に
ぶ
つ
め
に
も
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

か
り
ま
せ
ん
か
?
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
食
生
活
の
カ
ギ
を
握
程
・

ー

左
表
の
と
お
り

る
女
性
を
対
象
に
「
元
気
か
あ
ち
容

ゃ
ん
学
級
」
を
開
催
し
ま
す
。
正

所

し
い
食
生
活
は
、
丈
夫
な
赤
ち
ゃ
間

ん
、
か
し
こ
い
子
供
、
美
し
い
奥

さ
ん
、
パ
リ
パ
リ
働
け
る
ご
主
人
、

元
気
で
長
生
き
で
き
る
お
年
寄
り

を
生
み
だ
し
ま
す
。
食
生
活
や
運

動
に
つ
い
て
あ
な
た
が
学
び
、
家

族
の
健
康
管
理
に
役
立
て
て
み
ま

時場内日

町
民
会
館

午
前
九
時
三
十
分
i

午
後
三
時

無
料
(
テ
キ
ス
ト
を
お

渡
し
し
ま
す
。
)

定
員

三
十
名
(
先
着
順
)

※
栄
養
士
ま
た
は
、
保
健
婦
ま
で

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

参
加
費

月 日 内 容 講師

7 月 16 日
開講式、オリエンテーション'

福祉課長

制
講義「健康づくり地区組織活動」

保健所栄養士
調理実習「高血圧予防食」

2 
8 月 19 日 講義「生活環境改善についてJ施設見学

管理栄養士
~ぬ 調理実習「ノfランス食J

3 9 月 8 日 講義「重信町の健康状態」 保健婦
(月) 調理実習「貧血予防食」 管理栄養士

4 10月 21 日 講義「健康と食生活」
管理栄養士

lぬ 調理実習「高齢者むけの食事」

5 
11 月 11 日 講義「健康づくりと運動」 健康運動指導士

(!k) 調理実習「カルシウムの多い食事」 管理栄養士

6 12月 8 日 講義「生活習慣病について」 医師
(月) 調理実習「緑黄色野菜を使って」 管理栄養士

7 
1 月 14 日 講義「食生活プランのたて方」

管理栄養士
剛 調理実習「高脂血症予防食」

8 2 月 4 日 閉講式、学習活動との合同研修 福祉課長

側 調理実習「低カロリーのパーティ食」 管理栄養士

日程表



年
に

一
度
の
健
康
チ
ェ

ッ
ク
を

お
す
す
め
し
ま

す
。

申
し
込
み
を
さ
れ
な
か
っ
た
方

も
受
け
る

こ
と
が
で
き

ま

す
の

で
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
下
き
い
。

今
年
還
暦
を
迎
え
ら
れ
る
方

(
昭
和
十
二
年
生
ま

れ
)
は
、
基
本

健
康
診
査
、
胃
が
ん
検
診
を
指
定

医
療
機
関
で
無
料
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
対
象
者
に
は
利
用

券
を
送
付
し
ま
す
。
医
療
機
関
か
、

集
団
健
診
会
場
の
、
ど
ち
ら
か
で

受
診
し

て
下
さ
い
。
(
⑧
重
複
し
て

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

注
意
し

て
下
さ
い
)

老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
を
お

持
ち
の
方
は
、
前
立
腺
が
ん
検
診

以
外
の
が
ん
検
診
が
無
料
で
受
診

で
き
ま

す
。
(
当
日
受
付
に
受
給
者

証
を
提
示
し
て
下
さ
い
。
)

基本健康診査日程表
受付時間 場 所 受付時間 場 所

7 月 1 日
午前 8時ー 11時30分

岡I 民 会 館 7 月 15 日 午前 9 時-11時30分 開I 民 会 館
午後 1 時-3 時

" 22 日 午前崎-11時3扮 下林集会所 8 月 5 日 /1 下林集会所

" 25 日 /1 南野 田 集会所 " 8 日 11 南野 田 集会所
8 月 6 日

午前 8 時- 11時30分 上林公民館 " 20 日 午前帥-11時3附 上林公民館
μ7 日 " 21 日
" 19 日 午前崎-11時3扮 北吉井小学校体育館 9 月 2 日 午前崎- 11郎防 北吉井小学校体育館

" 22 日 /1 南吉井小学校体育館 " 5 日 11 南吉井小学校体育館
/1 26 日

開T 民 会 館 " 9 日 開T 民 会 館11 H 

" 27 日 " 10B 
9 月 11 日 " 26 日

H /1 '1 " " 12 日 " 29 日
10月 22 日 H " 11月 7 日 11 " 

内 容 内 容

問診・身体計測・血圧測定・検尿・血液検査 診察(医師)、生活指導・相談(保健婦)、栄養指導・相談
〈全員〉総コレステ ロ ール・HDLコレステ ロール・中性 (栄養士)

脂肪，肝機能検査・腎機能検査・尿酸 ・血鯖検査 業希望者には体脂肪測定を行います。
〈必要な人〉心電図検査・眼底検査・ヘモグロビンAIC

-対象者 40才以上の住民 -料金 無料
-持参晶 健康手帳 (40才以上の方に発行しています。 )
-受診方法 直接健診場所へお越し下さい。
-その他 ①検査を正確に行うため空腹でお越し下さい。

②検査日に全ての検査を行い、診察日に結果をお知らせします。
③ご都合の良い日及ぴ場所で受診して下さい。

800円

400円

月 日 受付時間 場 所

7 月 1 日 午目ij 7時30分- 9時30分 田I 民 会 館

8 月 6 目、 7 日 " 上林公民館

9 月 16 日一 19 日 " 田T 民 会 館

10 月 8 日、 9 日 午前8時40分一 10時 " 

40才以上の方

胃がん検診

大腸がん検診

対象

料金
1 日ですべての検診が受けられます。ぜひご利用下さい。

7 月 1 日 町民会館

午前7時30分-9時30分

8時一11時00分

8時 - 11時30分

午後l時 -2時

1時一3時

1時 -3時

胃・大腸がん検診

結核・肺がん検診

基本健康診査(検査日)

子宮けいがん・乳がん検診

結核・肺がん検診

基本健康診査(検査日)

「
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

」

お
と
し
よ
り
健
康
相
談
室

こ
の
相
談
室
が
開
設
さ
れて

、

四
年
目
に
入
り
ま
す
。
今
ま
で
で

多
か
っ
た
相
談
内
容
は
、

①
介
護
者
の
負
担
が
大
き
く
、

心
身
共
に
疲
れ
て
い
る
。

②
日

常
生
活
で
常
時
介
護
が
必

要
に
な
っ
た
。
介
護
で
ど
う

い
う
と
こ
ろ
に
気
を
つ
け
れ

ば
い
い
か
。

③
老
人
が
老
人
を
介
護
し
て
い

る
状
態
で
、
一
方
が
倒
れ
た

ら
ど
う
し
よ
う
と
不
安
に
な

ヲ
匂
。

な
ど
で
す
。

皆
さ
ん
も
、
今
の
自
分
の
不
安

や
心
配
を
話
す
こ
と
に
よ
り
、
心

身
の
負
担
の
軽
減
と
、
新
し

い
方

法
を
見
つ
け
て
下
さ
い
。

(
完
全
予
約
制
・
家
庭
訪
問
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
)

冨
九
六
四
l

四
一
七
O

都
了

品
M程

で
日
の

'
」
ー
し

。
載
ま

す
掲
し

で
に
更

日
一
変

畷
ダ
部

火
ン

一

も
レ
り
い

れ
カ
よ
さ

ず
康
に
下

い
健
合
京

会
合

B 月 3 ・ 10 日 7 月 1 ・ 8 日

8 月 5 ・ 19 日 g 月 2 ・ 16 日

10 月 7 ・ 21 日 11 月 4 ・ 18 日

12 月 2 ・ 16 日 1 月 13 ・ 20 日

2 月 3 ・ 17 日 3 月 3 ・ 17 日

五
月
一
日
j

六
月
三
十
日

植えてはいけないけし 植えてよいけし

見た目に、たけだけしい感じ 全体に弱々しい感じ

草丈は、比較的高い。 草丈は、比較的低い。

(1-1.5m) (40-100cm) 

業や茎の表面には、ほとんど 業や?Iiの表面に組い毛

毛がなく、白緑色である。 が生えている。

業は、太い茎を半ば抱くよ 業は、あざやかな緑色を

うな形でついている。 している。

花の色や花びらの数では区別できません。

「

大
麻
」
や
「
け
し
」
に
つ
い
て
、

わ
か
ら
な
い
点
が
あ
り
ま

し

た

ら
、
遠
慮
な
く
保
健
所
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

松
山
中
央
保
健
所
保
健
予
防
課
医
療
係

松
山
市
北
持
田
町
二
二
二

由
九
四
一
ー

一
一
一
一

内
線
二
六
一

山之内地区の衛生委員・
母子保健推進貝が変更しました。

和田 睦美(変更前)

和田敏子(変更後)

山之内 131-2

箇964-8964
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コ
ン
ニ
チ
ワ

福
祉
課
で
す

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
の
方

ま
で
健
や
か
に
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
に
、
ま
た
健
康
で
明
る
く
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
お
手
伝
い
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か

。

役
場
各
課
紹
介
の
第
二
回
目
は

福
祉
・
国
民
健
康
保
険
・
国
民
年

金
・
保
健
衛
生
な
ど
私
達
の
生
活

に
身
近
な
こ
と
を
扱
っ
て
い
る
福

祉
課
で
す

。

担
当
課
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま

し
た
。

福
祉
課
に
は
ど
ん
な
係
か
あ

り
ま
す
か
?

福
祉
係
、
保
険
年
金
係
、
保
健

衛
生
係
、
同
和
対
策
係
が
あ
り
ま

す
。

そ
れ
ぞ
れ
ど
う
い
う
仕
事
を

し
て
い
ま
す
か
?

福祉課職員

福
祉
係
は
、
高
齢
者
へ
の
自
立

支
援
の
た
め
の
相
談
や
援
助
、
障

害
者
へ
の
支
援
、
戦
没
者
遺
族
へ

の
援
護
、
保
育
所
、
ま
た
母
子
、

父
子
家
庭
の
生
活
等
相
談
、
病

気

や
失
業
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

事
情
で

生
活
に
お
困
り
の
方
へ
の
相
談
な

ど
を
行

っ

て
い
ま
す
。

保
険
年
金
係
は
、
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
へ
の
各
医
療
給
付
、

老
人
・
重
度
心
身
障
害
者
・
母
子

家
庭
・
礼
幼
児
へ
の
医
療
費
助
成
、

療
養
費
・
高
額
療
養
費
の
支
給
、

ま
た
国
民
年
金
制
度
の
普
及
宣
伝

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

保
健
衛
生
係
は
、
乳
幼
児
か
ら

老
人
ま
で
の
生
涯
健
康
づ
く
り
の

推
進
と
結
核
・
伝
染
病
な
ど
の
予

防
・
防
疫
・
健
康
相
談
や
各
種
健

康
診
査
・
が
ん
検
診
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

同
和
対
策
係
は
、
地
域
改
善
の

た
め
の
調
査
研
究
と
事
業
の
実
施

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
方

に
ど
ん
な
在
宅
サ
ー
ビ
ス
が

あ
り
ま
す
か
?

ホ
ー
ム
へ
ル
パ
l

を
派
遣
し
た

り
、

シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
(
特
別
養
護

老
人
ホ
l

ム
へ
の
短
期
入
所
)
・
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
(
日
帰
り
の
介
護
サ

ー
ビ
ス
)
を
主
に
、
必
要
に
応
じ
て

健
康
相
談
・
健
康
診
査
・
訪
問
看

護
・
配
食
サ
ー
ビ
ス
等
を
行

っ
て

い
ま
す

。

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ

い
。

詳
し
く
は
福
祉
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い

。

舎
年
度
事
業
で
新
規
・
変
更

な
ど
は
あ
り
ま
す
か
?

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
柱
と
な

る
ホ

l

ム
ヘ
ル
パ
l

派
遣
に
つ
い

て
は
、
高
齢
者
に
限
ら
ず
、
六
十
五

歳
未
満
で
介
護
の
必
要
な
方
へ
の

派
遣
を
よ
り
一
層
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
従
来
は
ウ
イ
ー
ク
デ
ー

の
み
の
派
遣
で
し
た
が
、
土
・
日

曜
日
等
も
派
遣
が
で
き
る
よ
う
検

討
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

へ
ル
パ
l

を
四
名
増
員
し

、

現
在

社
会
福
祉
協
議
会
に
十
一
名

、

在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
一
名
の

計
十
二
名
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す

。

健
康
づ
く
り
に
対
し
て
年
々

関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
学

習
す
る
機
会
、
ま
た
健
康
を
確

か
め
る
機
会
は
あ
り
ま
す

か
?生

活
習
慣
病
(
成
人
病
)
は
小
児

期
か
ら
の
生
活
習
慣
に
よ

っ
て

徐
々
に
進
行
し
て
き
ま
す
の
で

、

普
段
か
ら
病
気
を
予
防
す
る
生
活

が
必
要
で
す

。

そ
の
た
め
の
健
康

教
室
や
健
康
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
健
康
や
、

子
ど
も
の
成
長
を
確
認
し
、
早
い

時
期
に
病
気
を
見
つ
け
る
た
め

に
、
健
診
、
検
診
を
実
施
し
、
必

要
に
応
じ
て
保
健
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
電
話
に
よ
る
相

談
も
受
け
て
い
ま
す
。

保
健
衛
生
係
は
、
四
名
の
保
健

婦
に
加
え
、
四
月
か
ら
、
保
健
婦

二
名
、
管
理
栄
養
士
一
名
が
増
え
、

計
七
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
健
康
づ
く

り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

町
民
の
皆
さ
ん
へ
お
願
い
は
あ

り
ま
す
か
?

健
康
づ
く
り
は
、
個
人
の
自
覚

と
努
力
が
大
切
で
す
が
、
一
人
で

実
行
す
る
事
は
難
し
く
、
限
界
も

あ
り
ま
す
。

み
ん
な
で

一
緒
に
健

康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め

お

に
、
是
非
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
下

~

さ
い
。

5
一

ま
た
、
本
格
的
な
高
齢
化
社
会

⑮
一

の
訪
れ
と
と
も
に
、
医
療
費
は
増
0

・

印
J々
-

え
続
け
て
い
ま
す
。
医
療
費
が
増

川
町
一

え
る
に
つ
れ
て
、
み
な
さ
ん
の
負

α
一

担
も
重
く
な
り
ま
す

。

l
f

医
療
費
を
大
切
に
す
る
た
め
に

応
・

ま
ず
私
た
ち
の
病
院
の
か
か
り
か

館
一

た
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
健
診
な
ど
を
積
極
的
に
利
用

決
-

一

し
て
病
気
知
ら
ず
の
健
康
な
か
ら

り
一

だ
づ
く
り
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

コ
一

F
-

国
民
年
金
係
よ
り

釦

国
民
年
金
は
公
的
年
金
制
度
と

一
ザ

し
て
の
「
世
代
と
世
代
の
助
け
合

劃

い
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
老
齢
者
の
祉

年
金
を
、
そ
の
時
代
の
若
い
世
代

福

が
負
担
す
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

国
民
年
金
に
加
入
す
る
と
い
う

こ
と
は
二
人
一
年
金
」
と
い
う

権
利
で
あ
る
と
共
に
、
国
民
の
義

務
を
果
た
す
こ
と
司

を
ご
理
解
下
さ
い
。
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ど
う
思
い
ま
す
か

「
入
試
の
氏
名
公
表
廃
止
」

不
登
校
、
中
途
退
学
、
い
じ
め

問
題
な
ど
、
児
童
生
徒
を
め
ぐ
る

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
学
校

で
す
が
、
新
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し

て
約
二
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

い
わ
ゆ
る
受
験
戦
争
を
く
ぐ
り

ぬ
け
た
高
校
生
、
大
学
生
の
み
な

さ
ん
方
は
、
元
気
で
勉
学
に
励
ん

で
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

過
日
、
私
立
・
県
立
高
校
の
合

格
者
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
が
、

今
年
も
昨
年
同
様
、
氏
名
の
公
表

を
止
め
、
受
験
番
号
だ
け
の
発
表

で
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
新
聞
紙

上
に
合
格
者
の
氏
名
が
記
載
さ

れ
、
親
戚
や
知
人
の
子
供
の
合
否

に
関
心
を
寄
せ
ら
れ
た
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
合

格
者
の
氏
名
の
発
表
、
翌
日
の
新

聞
で
の
合
格
者
の
氏
名
記
載
は
長

年
続
き
、
春
の
到
来
を
告
げ
る
年

中
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
何
の
疑

問
も
持
た
ず
生
活
の
中
に
定
着
し

て
い
ま
し
た
。

ôt ーすれS:置 11

ま
た
、
最
近
は
、
大
学
合
格
者

の
出
身
校
別
発
表
も
、
学
校
間
格

差
を
助
長
し
た
り
、
結
果
的
に
受

験
戦
争
を
あ
お
り
か
ね
な
い
と
い

う
理
由
で
減
少
し
て
き
ま
し
た
。

だ
れ
が
、
ど
こ
の
学
校
に
合
格

し
よ
う
と
も
、
そ
れ
は
、
「
個
人
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
」
と
い
う

こ
と
が
、
廃
止
の
主
な
理
由
で
す
。

当
た
り
前
と
い
え
ば
当
た
り
前
の

結
論
で
あ
り
、
全
国
的
な
流
れ
で

も
あ
り
ま
す
。

一
部
の
県
や
大
学
で
は
、
合
否

の
結
果
を
郵
送
し
た
り
、
マ
ス
コ

ミ
に
情
報
を
提
供
し
な
い
と
こ
ろ

も
出
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
動
き
を
、
「
き
ゅ
う

〈
つ
」
な
世
の
中
に
な
っ
た
と
考

え
る
人
も
い
ま
す
が
、
実
は
、
私

た
ち
の
人
権
と
大
き
く
関
わ
っ
て

い
る
問
題
な
の
で
す
。

現
在
は
、
「
情
報
化
社
会
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
電
話
一
本
で
列

車
や
飛
行
機
の
予
約
が
で
き
た

り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
現
金

を
引
き
出
せ
た
り
、
衛
星
放
送
で

地
球
の
反
対
側
の
出
来
事
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
受
信
で
き
ま
す
。

小
学
生
で
す
ら
、
パ
ソ
コ
ン
で

外
国
の
子
供
と
情
報
の
や
り
と
り

を
し
て
い
ま
す
。
「
情
報
化
社
会
L

は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
を
ま
す

ま
す
便
利
に
す
る
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
反
面
、
私
た

ち
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
と
っ
て
、

大
変
な
脅
威
と
も
な
り
ま
す
。

私
た
ち
の
個
人
情
報
(
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
)
は
、
国
や
市
町
村
と
い
う

公
的
機
関
だ
け
で
な
く
、
銀
行
や

信
販
会
社
な
ど
民
間
企
業
に
も

「
収
集
・
蓄
積
・
管
理
・
利
用
」

さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
る
日
突
然
、
あ
る
会
社
か
ら

「
お
子
様
の
入
学
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
:
:
:
」

と
い
う
よ
う
な
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
が
届
き
、
特
定
の
商
品
の
購
入

を
勧
め
ら
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

こ
れ
は
、
私
た
ち
の
知
ら
な
い

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
の
予
想
を
は

る
か
に
超
え
て
、
個
人
情
報
を
収

集
・
利
用
し
て
い
る
一
例
で
す
。

平
成
二
年
、
あ
る
会
社
の
「
お
客

さ
ん
カ
l

ド
」
が
外
部
に
漏
れ
、
悪

用
さ
れ
た
事
件
が
起
予
」
り
ま
し
た
。

こ
の
カ
ー
ド
の
中
に
は
、
家
族

の
状
況
、
預
金
高
、
年
収
、
収
入
源
、

住
宅
状
況
、
趣
味
、
話
題
、
入
社
年

月
日
、
退
職
年
齢
な
ど
の
個
人
情

報
が
詳
し
く
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
個
人
情
報
を
商
品
の

売
買
に
利
用
す
る
こ
と
に
も
問
題

が
あ
り
ま
す
が
、
ま
し
て
、
身
元
調

査
や
差
別
行
為
と
結
び
付
く
と
、

重
大
な
人
権
侵
害
と
な
り
ま
す
。

入
学
試
験
の
合
格
・
不
合
格
の
公

表
を
廃
止
し
た
背
景
に
は
、
個
人


の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
と
と
も

に
、
私
た
ち
の
人
権
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
る
事
柄
を
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

か
け
運
動

子
供
と
遊
ぶ
運
動

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
方
へ

-
「
家
庭
は
生
涯
学
習
の
原
点
」

-
「
家
庭
教
育
は
す
べ
て
の
教
育

の
出
発
点
」

前
者
は
、
昭
和
六
十
二
年
の
臨

教
審
答
申
、
後
者
は
、
平
成
八
年

の
中
教
審
答
申
の
言
葉
で
す
。

今
ほ
ど
、
家
庭
教
育
の
重
要
性

が
叫
ば
れ
て
い
る
時
は
あ
り
ま
せ

ん
。
原
点
・
出
発
点
と
は
、
人
間

と
し
て
の
基
礎
・
基
本
の
習
得
、

即
ち
、
生
き
る
技
と
知
恵
の
土
台

づ
く
り
を
意
味
し
、
こ
れ
は
、
正

に
、
「
家
庭
が
担
う
べ
き
も
の
」
だ

と
い
う
の
で
す
。
箸
の
持
ち
方
に

始
ま
る
食
事
の
マ
ナ
!
、
人
間
と

し
て
絶
対
に
し
て
は
い
け
な
い
こ

と
・
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

等
、
原
点
・
出
発
点
に
当
た
る
こ

と
は
、
親
は
子
に
「
た
た
き
込
む
」

義
務
が
あ
る
の
で
す
。

こ
う
言
う
と
、
「
自
立
を
阻
害
す

る
」
と
心
配
す
る
向
き
が
多
い
の

で
す
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
基
礎
・
基
本
を
身
に
付

け
さ
せ
る
こ
と
は
、
立
派
に
自
立

を
展
開
し
ま
し
ょ
う

j

う
ち
の
子
の
た
め
にj

で
き
る
人
間
の
原
点
で
あ
り
、
出

発
点
な
の
で
す

。

「
た
た
き
込
む
」
と
い
う
言
葉
は
、

強
い
願
い
を
こ
め
て
あ
え
て
使
い

ま
し
た
が
、
方
法
を
考
え
る
場
合

は
不
適
切
で
す
。

子
供
が
真
に
納
得
し
、
そ
れ
が

血
と
な
り
肉
と
な
る
た
め
に
は
、

何
で
も
話
し
合
え
る
雰
囲
気
づ
く

り
と
、
遊
び
等
の
中
か
ら
体
験
的

に
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
大
切

で
す

。
「
声
か
け
運
動
」
「
子
供
と
遊
ぶ

運
動
」
は
、
こ
う
い
う
趣
旨
で
提

言
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
の
運
動
が

浸
透
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
庭

が
子
供
に
と
っ
て
「
心
の
居
場
所
」

と
な
り
、
そ
う
な
っ
て
は
じ
め
て
、

原
点
・
出
発
点
と
な
り
得
る
の
で

す
。生

き
る
技
と
知
恵
の
土
台
づ
く

り
の
た
め
に
、
ま
ず
、
我
が
家
に

対
話
(
声
か
け
)
と
、
触
れ
合
い
(
遊

び
等
)
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。
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信町民大学第30回
岡本富士太(俳優)

「中学生日記の現場から」

講師

演題

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

町
民
会
館
内

教
育
委
員
会
社
会
教
育
標

国
九
六
四
ー
一
五
O
O
刊

7月 14 日開)

午後7時30分~

(開場午後7時)

町民会館大ホール

500円

(当日 600円)

重信町・重信町教育委員会・

重信町文化協会

時

会場

受講料

主

※聴講券は、役場・町民会館・PTA・婦人会・

老人クラブ・文化協会等で販売していま

す。

催

日

〈講師プロフィール〉
NHK r中学生日記」の教師役を演じ、いじめや教育問題を考えるべテラ ン俳優。 昭和21年神奈川県生まれ。 藤縁学園藤沢高等

学校卒業。

昭和41年、現代演劇協会劇団雲入団。昭和50年8月、演劇集団円設立参加。 長年にわたる「中学生日記」 への出演を通し、 子ど

もたちの悩みや課題に楼し、 これからの教育のあり方を考え、問いかける 。

この他、 舞台(ジュリアス・シーザ一、テンペストなど)映画(恋人峠・刑事物語など)， TV(家族・白い荒野・峠の群像など)に出演。
著書 『いじめの痛みJ r中学生 日記から学んだこと 』

パ
ソ
コ
ン
(
初
級
)
情
座

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
目
上
で
動
く
ソ

フ
ト
等
を
使
用
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
の

基
本
操
作
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

日
時

八
月
二
十
五
日
間
1

二
十
九
日
働

午
後
七
時
三
十
分
1

九
時
三
十
分

募
集
人
員
十
名

受
講
料
四
千
円(

テ
キ
ス
ト
料
込
)

申
込
締
め
切
り
七
月
十
八
日
幽

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

し
ま
す
。

テ
ン
ト
取
扱
い
慣
習
会

七
月
四
日
幽

午
後
七
時
三
十
分
1

重
信
中
学
校
野
球
場

(
雨
天
時
は
町
民
会
館
)

講
習
内
容

-
テ
ン
ト
の
設
営
方
法

.
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
l

の
留
意

占
川

①
直
接
開
催
場
所
に
御
集
合
下
さ

①
受
講
者
に
町
保
有
テ
ン
ト
の
無

料
貸
し
出
し
を
許
可
し
ま
す

。

(
一
人
二
張
ま
で
)

主
催
重
信
町
教
育
委
員
会

日
時

場
所

町プール監視員を次のとおり募集します。

募集人員 7名
応募資格 大学生(短大・専門学校も可)で次の条件を満たす方。
①身長160cm以上で一応の水泳(平泳ぎ・クロール・背泳ぎ)が

できること。

②期間中休まずに勤務できること 。
③健康で責任感があること 。
期間 7月 20 日から8月 13 日までの毎日

8月 18 日から8月 31 日までの水・土・日曜日

時間 11時から 17時30分まで
日当 6000円

応募手続 6月 30 日までに履歴書を社会教育課まで提出して
下さい。

@ÆXV官砂包ゆ官ゆ包泡/ci)'].信氾〆@詳しくは愛媛地域学習センター霞923-8544へ

「旬の料理を作りましよう」ー夏のスタミナ料理ー
講師 重信町保健栄養推進協議会

伊賀 ツタエ先生
日時 6月 27 日幽午前9時30分~
場所町民会館栄養指導室

費用 受講者負担(材料費)

申し込み 6月 13 日幽までに教育委員会
社会教育課へ申し込んで、下さい。
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三奈良神社

冨964-1339

7 月 20 日 (日)

午後7呼~
・4 irF

越智

下さい。

連絡先

日
本
の
昔
話
『

舌
切
り
す
ず
め
』

に
伝
統
芸
能
「
糸
あ
や
つ
り
」
の
面

白
き
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
た

人
形
劇
で
す
o
i

よ
く
ば
り
お
婆
さ
ん
の
ツ
ヅ
ラ

か
ら
、
怖
く
て
面
白
い
お
化
け
達

が
次
か
ら
次
へ
と
出
て
き
ま
す
。

日
時

六
月
二
十
八
日
出

午
前
十
時
半
l

町
民
会
館
研
修
室

会
員
制
(
随
時
入
会
可
)

重
信
町
教
育
委
員
会

H

文
化
協
会

場
所

参
加
費

後
援

連
結
先

事
務
所

石
川
清
水

九
六
四
l

七
一
八
八

九
六
回
l

二
ハ
一
二

九
六
四
l

六
九
一
三

。

午前9時γ午後4時30分、

戸錦1階和重句

手要〈事日受付)

町文化協会囲碁教室

--ｭ昼食は6自ご周意志ちてい。

山内J冨 96 4-"""_ 9'518〆
ノ 喝.'\. _....-

所

催

‘ 連絡先

場

主

。
文
化
協
会
よ
り
お
願
い

町
民
の
皆
さ
ま
の
情
報
提
供
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

何
か
『
隠
し
芸
』

を
持
っ
て
い

る
方
を
ご
紹
介
下
さ
い
。
自
薦
、

他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。
「
こ
ん
な
事

が
で
き
る
楽
し
い
人
」
例
え
ば
漫

才
・
落
語
・
似
顔
絵
・
民
話
・
手

品

・
す
劇
・
に
わ
か
芝
居
・
こ
ま

ま
わ
し
・
お
手
玉
・
ま
り
っ
き
・

替
え
歌
・
浪
花
節
・
恵
比
須
ま
わ

し

等
々
、
ご
存
じ
で
し
た
ら
教
え

て
下
さ
い
。

今
年
の
文
化
祭
(
十
一
月
一
日
)

に
、
町
民
隠
し
芸
大
会
(
仮
題
)
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

(
会
長
森
正
史
)

七
月
十
一
日
働

町
民
会
館
内

文
化
協
会
事
務
局

締
め
切
り

連
絡
先

報j 拝
.a::.< o:r 
E司 ( I句、

書j 古
がj 蕪
でi 群
き j 発
ま j 掘
し j 調
たj 査
の

放送大学平成9年度第2学期学生募集

歴
史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り

郷
土
史
講
座

六
月
二
十
二
日
同

午
後
一
時
三
十
分
l

町
民
会
館

第
一
・
二
研
修
室

別
府
頼
雄
先
生

(
重
信
史
談
会
会
長
)

題
〔
河
野
氏
の
滅
亡
と
そ
の

周
辺
の
武
将
」

聴
講
料
無
料ど

な
た
で
も
聴
講
で
き

ま
す
。

共
催

重
信
町
教
育
委
員
会

重
信
史
談
会

問
い
合
わ
せ
先

歴
史
民
俗
資
料
館

歯
九
六
四
ー
O
七
O

一

日

時

場

所

講

師

演

教
育
委
員
会
で
は
、
ほ
場
整
備

に
と
も
な
う
拝
志
古
窯
群
の
発
掘

調
査
報
告
書
を
こ
の
ほ
ど
刊
行
し

宇
品
l
v
h
~
。

伽
藍
(
が
ろ
)
・
古
大
寺
(
ふ
る
だ

い
じ
)
と
古
名
ゆ
か
し
く
呼
ば
れ

る
区
域
の
発
掘
調
査
は
古
代
窯
灰

原
を
中
心
と
す
る
内
容
。

昭
和
四
十
一
年
の
調
査
も
含

め
、
軒
丸
瓦
の
カ
ラ
l

写
真
も
鮮

明
に
百
五
十
三
ペ
ー
ジ
の
報
告

書
。
発
掘
品
の
展
示
と
と
も
に
販

売
も
。
一
部
三
千
円
。

ロ
ビ
l

展
は
野
田
天
神
展
。

②宅島包ゆ匂ゆ屯ゆ包β~屯ゆ⑤

1 ̂  
ノ、

2 月

92 
15 官
16 v 

23 

30 
日
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児
童
手
当
制
度

児
童
手
当
は
、
三
歳
未
満
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ

れ
ま
す

。

認
定
請
求
を
し
た
翌
月
か
ら
支

給
さ
れ
、
支
給
事
由
の
消
滅
し
た

日
の
月
分
で
終
わ
り
ま
す

。

原
則
と
し
て
手
当
は
、
毎
年
二
・

六
・
十
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月

分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す

。

既
に
、
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ

て
い
る
方
は
、
三
歳
の
誕
生
月
分

ま
で
支
給
し
ま
す
。

た
だ
し
、
所
得
制
限
に
よ
り
手

当
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

認
定
請
求
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

。
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
で
手

続
き
を
し
て
下
さ
い
。

『
六
月
は
現
況
届
提
出
月
』

児
童
手
当
受
給
者
の
方
は
、
毎

年
六
月
中
に
、
現
況
屈
を
提
出
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
現
況
届
は
、
受
給
者
の
前

年
の
所
得
状
況
と
六
月
一
日
現
在

の
養
育
の
状
況
な
ど
を
確
認
す
る

た
め
の
届
け
で
す
。
こ
の
届
け
を

提
出
し
な
い
と
、
受
給
資
格
が
あ

っ
て
も
六
月
以
降
の
手
当
を
受
け

ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
提
出
し
て
下
さ
い

。

現
在
受
給
中
の
方
へ
は
、
振
込

み
通
知
書
と
と
も
に
、
現
況
届
用

紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
六
月
三
十

日
ま
で
に
、
福
祉
課
ま
で
提
出
し

て
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
課

園
九
六
四
l
二
O
O

一
間

内
線
二
五
五

ま
ご
こ
ろ
銀
行
だ
よ
り

重
信
ま
ご
こ
ろ
銀
行
に
次
の
方

か
ら
金
一
封
を
寄
付
下
さ
い
ま
し

た
。
温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

(
一
般
寄
付
)

皿
ヶ
嶺
山
草
会

渡
部
操

(
香
典
返
し
)

小
網
幸
子
(
見
奈
良
)
亡
母
・
シ
ゲ
ヨ

森
誉
庚
(
横
河
原
)
亡
母
・
ト
ヨ
子

森
本
康
明
(
樋
口
)
亡
母
・
ト
シ
メ

池
川
敏
朗
(
見
奈
良
)
亡
母
・
か
な
江

衛
生
害
虫
駆
除

夏
に
発
生
す
る
蚊
・
ハ
エ
を
、

地
区
ぐ
る
み
で
駆
除
し
、
快
適
な

生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
全
町
一
斉

に
衛
生
害
虫
駆
除
を
展
開
し
ま

す
。
薬
剤
は
、
地
区
実
践
会
を
通

じ
て
配
布
し
ま
す
。

実
施
時
期

六
月
八
日
か
ら
七
月
十
三
日
ま

で
に
、
六
回
実
施
し
ま
す

。

使
用
薬
剤

水
溶
性
粒
剤

散
布
要
領

薬
剤

一
袋
(
五
グ
ラ
ム
)
が
一
回

分
で
す
。
こ
れ
を
四
百
倍
(二
リ

ッ

ト
ル
の
水
)
に
薄
め
、
汲
み
取
り
便

槽
及
び
そ
の
周
辺
に
散
布
し
て
下

支
」
い
。

注
意
事
項

①
薬
剤
は
、
地
区
ま
た
は
組
単
位

で
散
布
し
、
個
人
で
散
布
し
な

い
で
下
さ
い
。

②
薬
剤
と
同
時
に
事
故
防
止
用
ラ

ベ
ル
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
必

ず
ピ
ン
等
容
器
に
は
り
つ
け
、

小
児
の
手
の
届
か
な
い
場
所
に

保
管
し
て
下
さ
い
。

③
既
設
の
浄
化
槽
に
は
、
使
用
し

な
い
で
下
さ
い
。
浄
化
槽
内
の

大
切
な
徴
生
物
が
死
ん
で
機
能

を
発
揮
し
な
く
な
り
ま
す
。

④
余
っ
た
薬
剤
は
、
役
場
生
活
環

境
課
ま
で
お
返
し
下
さ
い
。

未
利
用
地
の

管
理
に
つ
い
て

農
作
物
へ
の
被
害
防
止
及
び
良

好
な
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た

め
、
宅
地
化
さ
れ
た
状
態
に
あ
る

土
地
、
未
利
用
の
雑
種
地
、
耕
作

さ
れ
て
な
い
農
地
な
ど
に
雑
草
等

が
繁
茂
し
な
い
よ
う
に
所
有
者
、

管
理
者
等
は
常
に
適
正
に
管
理
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

あ
な
た
の
所
有
地
に
は
雑
草
は

生
え
て
い
ま
せ
ん
か
。
雑
草
等
が

繁
茂
し
て
お
り
ま
し
た
ら
速
や
か

に
除
去
し
て
下
さ
い
。

所
有
者
等
が
わ
か
ら
な
い
場
合

は
役
場
生
活
環
境
課
ま
で
連
絡
し

て
下
さ
い
。

あ
な
た
に
代
わ
っ
て

草
刈
り
い
た
し
ま
す

(
六j
+
月
)

重
信
町
森
林
組
合
で
は
、
未
利

用
地
等
の
雑
草
刈
り
を
い
た
し
ま

す
。日

程
及
び
料
金
に
つ
い
て
は
、

電
話
に
て
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

人
夫
ご
希
望
の
方
は

置
信
町
森
林
組
合

冨
九
六
四
l

二
一

一
五
ま
で

騒
音
・
振
動
規
制
地
域
等

の
見
直
し
に
つ
い
て

五
月
一
日
施
行

騒
音
規
制
法
第
三
条
第
一
項
、

振
動
規
制
法
第
三
条
第

一
項
及
び

環
境
基
本
法
第
十
六
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き

、

規
制
地
域
等
が

見
直
し
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

規
制
地
域
を
示
す
図
面
は

、

県

"0

庁
及
ぴ
役
場
生
活
環
境
課
に
お
い

で

て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

問

詳
し
い
こ
と
は

、

役
場
生
活
環
月

境
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

。

一
一

5

会

圃
F
J
W

司

機

圃
阿
川
刷

用

酬
国
?

)
併

雇

，
.
，
刷
出
・
て

Q
，

u

'
Z

副
闘
圃F
場
れ
プ
冨

わ

幽
昭
拡
円

ι
;
ト
F
持

圃
・
・
・
・
咽
，
、
J
A
H
U

、
1

。
，

〆
ニ
・

'
r
l
F

圃
'

ツ
叩
引
い
グ
俊

司

ヨ
4

ロ
児
バ
さ
市

引

•• 
J

元
幼
川
一
下
空
森

t

!
回
の
、

μ
絡
青

日
M

水
円
民
連
林
表

書
聞
の
∞
リ
ご
上
代

、
必
林
時
的
制
て
E

λ
川
上
御
山
プνい
一
向

、
州
日
午

.
4

ヵ
前
込

』
坦
曜
二
五
)
、
、
し

、
同
日
す
時
仰
刊
は
申

'
n
J
U
ま
叩
刊
ゴ
合
・

、
川

4

午
ん
い
前
人
川
場
せ

9
H』

μ
行
午
大
り
の
わ

・

6

討
を
体
合

わ
し
間
金
団
い

流
時
料
※
問
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四
月
二
十
五
日
、
和
田
町
長
が

百
歳
を
迎
え
た
お
年
寄
り
宅
を
訪

問
し
、
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

今
年
度
め
で
た
く
百
歳
を
迎
え
ら

い

れ
た
の
は
、
田
窪
の
高
須
賀
駒
代
ヨ
喝

さ
ん
(
明
治
三
十
年
四
月
九
日
生
)
i司

と
同
・
東
隆
枝
さ
ん
(
明
治
三
十
年
→
d

四
月
二
十
四
日
生
)
。

を

普
段
は
、
東
さ
ん
は
庭
の
草
引

i
l

き
を
し
た
り
、
高
須
賀
さ
ん
は
好

週
初

き
な
和
菓
子
を
作
っ
た
り
と
、
毎

長

日
お
元
気
に
、
ま
た
ご
家
族
と
仲

良
く
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
高
須
賀
さ
ん
は
町
内
の

最
高
齢
者
で
も
あ
り
ま
す
。

'~A..!画面聖古品勾品」おふL孟ζ百 ι ‘ずれミ.115 

五
月
十
一
日
、
第
一
回
日
曜
ふ

れ
あ
い
市
が

J
A

重
信
町
南
吉
井

支
所
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

況

新
鮮
な
野
菜
・
果
物
・
花
、
ま

盛
た
加
工
品
を
求
め
よ
う
と
、
閉
店

台
、
時
に
は
百
人
を
越
え
る
列
が
で
き

a

4

る
盛
況
よ
り
で
し
た
。

-
3

こ
れ
か
ら
夏
野
菜
が
多
く
出
回

Y

る
時
期
、
毎
週
日
曜
日
、
午
前
九

1
ゆ
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で
ふ
れ
あ
い

t
q
市
は
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

れ
「
予
想
ど
回
る
お
客
さ
ん
に
お
い
「
い
と

一

'
u
p一
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
不
慣
れ
一

.
A

-

な
こ
と
も
あ
り
大
変
唱

一

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
一

一
ま
し
た

J

一
(
日
附
ふ
れ
あ
い
市
準
一

一
備
委
員
会
)

企高須賀駒代さん宅を訪問

四
月
十
八

日
、
県
道
美
川

松
山
線
の
谷
橋

一
社
林
)
の
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し

成

J

今
回
開
通
し
た
の
は
、
橋
梁
部
白
河

分
二
十
二
m
(全
長
二
百
十
m
)、

平
成
七
年
度
に
工
事
に
着
手
、
今

一橋

年
四
月
に
舗
装
工
事
が
完
了
し
ま

谷

し
た
。

-

和
田
町
長
、
渡
部
町
議
会
議
長
+
ホ

ら
に
よ
る
テ

l

プ
カ
ッ
ト
の
後
、

d
J

三
世
代
夫
婦
(
花
山
・
菅
原
友
近
、



近
規
、
博
御
夫
婦
)
を
頭
に
渡
り
初

め
が
行
わ
れ
、
開
通
を
祝
い
ま
し

た

四
月
二
十
七
日
、
上
村
側
の
河
川
敷

句
』に
あ
る
か
す
み
の
森
公
園
で
「
道
後

U
H
平
野
麦
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ル

道
後
平
野
麦
ま
つ
り
実
行
委
員
会

十
収
(
高
市
正
志
会
長
・
上
村
)
の
主
催
で
、

-
e
健
康
食
品
で
あ
る
裸
麦
の
生
産
振
興

い
と
消
費
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的

内
』
に
、
初
め
て
催
さ
れ
ま
し
た
。

邑
Z

和
太
鼓
演
奏
に
始
ま
り
、
う
ど
ん
早

.
沼
食
い
競
争
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
l

ム
な
ど
が

4
句
行
わ
れ
た
他
、
五
百
人
に
麦
み
そ
を
入

配
車
れ
た
豚
汁
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

平
協
賛
団
体
に
よ
り
、
裸
麦
で
作
っ
た

弘
克
パ
ッ
ト
パ
ア
レ
l

・
み
そ
、
野
菜
、
加

封
工
品
、
焼
き
と
り
な
ど
の
販
売
も
行

、

3

わ
れ
、
会
場
に
は
多
く
の
人
が
訪
れ

ま
し
た
。

白
バ
イ
に
も
乗
っ
た
よ

eぺ泡4ゆ包ゆ屯泡〆叡吾匂泡信ゆ@
O
 

B
i
V
 

4
C
 

下力協

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
併

一
一

せ
て
、
四
月
十
二
日
に
松
山
南
警

付

察
署
、
あ
い
し
ょ
く
ド
ラ
イ
ビ
ン

配

グ
ス
ク
ー
ル
等
関
係
機
関
の
協
力

期

に
よ
り
、
同
教
習
所
で
重
信
幼
稚

早

園
の
親
子
を
対
象
に
交
通
安
全
教

“

室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

幻

園
児
た
ち
は
、
教
習
所
の
信
号

4

機
、
踏
切
等
の
施
設
を
使
っ
て
、

道
路
の
正
し
い
歩
き
方
を
勉
強
し

た
り
、
ダ
ミ
l

実
験
で
道
路
へ
の

飛
び
出
し
の
怖
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。子

供
の
事
故
原
因
の
ワ
ー
ス
ト

ー
は
歩
行
中
の
飛
び
出
し
で
す
。

見
通
し
の
悪
い
所
や
、
横
断
歩
道

で
は
左
右
を
よ
く
確
認
し
て
渡
り

キ
ナ
し
ょ
、
っ
。

②句。宅ルÕ:;@Æゆ叡ろ句。包浴@



16 ‘ tÇ'、-園田園圃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・圃圃園田盟国園田置墨田君証明冗~~~.::. ~::.;-~~司r.円'r: 'f，t，~明主1平市崎K哩眠時価包|

窓籍戸
5月 10固までの届出分

お
誕
生
お
め
で
と
う

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

北田北南国見見回上上回樋横山見樋 住
野 野野 *、5fぇ、 i可之奈
田窪田田窪良良窪林林窪口原内良口 所

八大山明首胤直佐石菅山松島 菅森和白波
氏守裏口賀妻ク袋i幸井良 号早 野ト星形 2美

ミ次英 千ニ ゲヲ昌幸ヨ 名ノ郎和章子ヱ子和ル ヱ三一子 一新

83 84 88 83 50 60 85 74 92 91 58 68 85 77 82 69 年
令

5 5 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 I~ 

i i52h221.81kl}1.31.31.3 戸占 - z

の

志西見牛宮志雷樋横雷冨志宮西牛上富田見志雷 住
i章奈 ~ì掌~ i可 JL2i宰 3 1 奈津 2
川 岡良湖百川盲目原目百川百岡測林 E 窪良川百 所

日松矢千家渡 青角和能智 岡山竹辻本西大武仙i皮 佐越大
保護i美木野菜木部木谷気 田中崎 山森岡 山智藤

陽政上隆一雅道尚直幸剛昭幸一克之 完信典浩隆恒 者一志悟司男弘彦良彦一男美一郎 祐介昭二彰裕

光矧お与央奈を織伊い太啓!!真安?楽f長引亮がi明日t彩さ 1晃自j佳春 l品t良薄1紗さ')勝貴Si勇 t?怜れ雛?・掛街Zた暮沙:喜桜美み 出
生陽 必 t たみ者香か生な大か平な 心巳み子こ お 児

5 5 4 444  4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 444  生年月. .. .. . . .. . .... 
4 2 27 26 24 23 20 19 18 17 17 16 16 15 14 13 11 10 9 5 3 日

満3歳 まどか

谷野宮 真円ちゃん
樋ロ (H6.6.23生)

笑顔が素敵な真円、いつも

その笑顔を J忘れないでね。
(父・安久、 母・佐百合)

溝 3"までのお子機を募集します/
掲載ご希望の方はお誕生月の前月 10 日までに、写真に
保護者のコメントを添えて役場町民謀までお送り下さい。

日(冊 | 行事名 |時間|場所|日(隠) 1 行事名 |時間|場所
1 <セ ッ ト検診> (詳しくは P9 をご覧下さい) 1 1 1健康生活相談 1 9 ・ 00- 1l : 00 1役場保健婦室
討がよ・*腸読Z緩彰一 一一 r -7:3Ò二百:-3"0'1 118幽 |語百布議議量一一一一一一一一一一一ー 'Tg: :ïõ二ff :'0'0' r Jif 民一是正ー語

1ω|孟ネ食康診蚕雨量ïB) 一一一一一， r8:OÕ':lï:30~i3:õõ-'15:白lmT t::I ^ bbl |平言娠がl'. ~L~'ん強ïi [3'o~長以王板前[Ï3:õõ工伝:而 r~t言語~桶両信
} ーー一一回一ー一一一一 i町 民 会 館 l' ..... ~..\''' ,... IU'" ..... "I^""", ....v ,._'......_._........... ...L1 1 "'V'vv  .....vv  I 

結核・肺がん検診 1 8:00-11 曲・日昨日制j"' ~ ~ "" 1 19出 |

王里顎i ;l;f!(_. !J!L手f!(_慢を全一ー一一一一一一一ー .l _l ?:QQ三~~ :，0，0_1 一一一一一一 一 J l"I枚菅~，主男一一一一一一一一一， _l_l ~:QQ三一一 ー l主1f-旦;ザl 'li
おとしより健康相談室(要予約) 115 : 00-17:00 1町 民会館1 20(同 |当番医西本!I形外科 賃借町困惑冨964-1611

l女性の健康づくり食生活改善講習会 1 9:30-12:30 1上林公民館1 1移動図書館車運行(閏窪、期池、牛湖、牛洲団地、上組団地、播磨台団地方面)
2 附卜一一ーーーーー一一一一一一ーーーーーーー ' f ~ ~: ~~" ::::，:;-~， +:::: ~'~ -， ~ ，~， ~f----I 

|読書会(源氏物語) 113:30-15: 301婦 人 釜 1 o"e, 1祝日のため、ごみ収集休みます
E 『 1 "'" " :.: A ::  1 21(Jl)f 

3 附 |女性の健康づくり食生活改善講習会 1 9:30-12:30 1下林集会所1 ~ ' Y " 1 当番医国立療餐所愛媛病院 軍備町機河原 11964-2411
|健康生活相談 1 9 ・ 00- 1l : 00 1役場保健婦室 1 1基本健康診査(検査日) 1 9:00-11:30 1下林集会所

4 幽トーーーーーーー司ーーー司ーーーーーー-------ーー四ーーー トーーーーーーーーーーー| ーーーーーーーーーーーー { ト ー ーーーー ー ーーーーーー "“ ーーーーーーーーーー ト ー ~ f 
| 育児相談教室 1 9:30-11:00 1町民会館1 22(刈 l子宮顕がん・手しがん検診 (30歳以上の女性) 1 13:00-14:00 1下林集会所

5ω |第3回菊づくり講座 113:30-15:301町民会館1 1移動図書館車運行(野悶1丁目、新村、北野問、南野田方商)
6側 |当番医宮内術院 松山市北梅本町 11975-0091 1 23例|手話教室 119:00- 1町民会館

7伺) 1 リ ハビリ教室 113 : 30-15:301町民会館1 1子宮顕がん・礼がん検診 I ., .nn , ..nn 1 1 :n::_;;_-;:: ,'-__:,::;:._;- ，~- 113:00-14 : 00 1南吉井小学校体育館
8ω1おとしより健康相談室(要予約) 114:00-16:001町民会館1 n ，~ 1(30歳以上の女性) l..I.o.J'vV .L't.vv I 

1 :~::: ::::: 1m:' = ^ ::124附トーーーーーーーーー ーーーーー ーー ト ー}
11歳6か月児健康診査(H7年11 月・ 12月生まれの者) 113:30-14:30 1町民会館1 ~'YOT 1心配ごと相談所 113:00-15 :001町民会館
手話教室 119:00- 町民 会館 1町PTA役員殺陸ソフトバレー大会 118:00- 1 トレーニングセ ンタ ー
不燃物回収日 1 1不燃物回収日

10側|ギ央}年金泳宝ー一一一一一一'T9:3Ò二一一 I町官室ー副 長討論h該ー ー一一一一一ーr'9 :ÒÕζï ﾜ'O-r証話係主婦孟

行政心配ごと相談所 113:00-15:00 1 町 民会館1 o ",^' 1基本健康診査(検査日) 1 9:00-11:30 1南野悶集会所
1 .~:~~ :~:~~ I ~~ ':-:-0 : ,. :: 1 25~鉛トーーーーー司ーーーーーーーーーー一一 一・ ーーート ~+ 

食生活相談 1 9:00-11:00 1役場保健婦室 I ~V~ 1 育児相談教室 1 9:30-11:00 1 南吉井保育所
II幽|育児相談教室 1 9:30-11 ・ 00 1南吉井保育所1 1文章教室 119:30- 1町民会館

文章教室 119:30- 1町 民会館 1 1移動図舎館車運行(上村、下林方面)
12ω 1 ----- 1 26ω | 

|成人ソフトボール大会 1 8:30- 1 重信中グラウンド他 1 1 子供スポーツ大会 1 8:00- 1 重信中グラウンド他

13(印 |廃棄図書交換市 1 9:00-16:3ゆ l図書館2陪ロビー 1 nn'_' 1廃棄図書交換市 1 9:00-16 : 301図書館2陪ロビー
|語書店 ー議丙梓一一一一一一一一一 L--df内両両若函966'':'2226j2湘) 1亘書底 ー蚕建千盃雇øf:学院補雇弱屍"L一一jjlj丙両面古語96S'':Sõïï
|町長大学(岡本富士大氏「中学生日記の現場からJ ) 1 , o.nn I ~c A....-'---~ ..1 | 移動図書館事遂行(上林方面)

14閃lI:;:::~~:':::"~-:'-::，" ~n''';，-.- ' ~ _.. ., , 119:30ー |町民会館大ホール 1 
I (前売500円 当日 600円) 1 AJ'vV 1 1 1粗大ごみ回収日

}基本健康診査(診察・相談日) 1 9 : 00-11:3ゆ |町 民会館1 nnm, 1巡回健康相談〈各地区> 30 日附まで
15(:k) f~]一ーー句国ー ー ーー 自由ーーーーー ーーー一一ーしーーーーーームーー L ーーーーーーーー ~128例)トーーーーーーーーー ー一一ーーーーーーーーーーー ーー ー- r:;. :,;..;: --_-':.-... -",- r 

| 移動図誓館車運行(山之内、樋口、横河原方面) 1 VVYU  1 リ ハビ リ教室 1 13 : 30-15:30 1町 民会館

|一気母ちゃん学級① 1 9 ・ 30-15:00 1町 民会館| |星空教室 119:30- 1町民会館
16附 } ーーーーーー句ーーーーーーーーーー ー 四 ーーーーー ーーーーー ーート ~ L，~".!"::' '.' có",':l: I-----l 1 

| 読害会 (i原氏物語) 113 : 30ー 15:30 1婦 人 室 I t'ln/.l" I地区別PTA研究大会
I:'::-:=.;::;-;:::'::: '， nn~n~~~.， _~， 1-:::: ::::: 1:::: =n^  ~ 1 29(:klI 
110か月児乳児相談(H8年9丹生まれの者) 1 9:45-10:00 1町民会館| |結核・肺がん検診〈各地区〉

17附 14か月児乳児健診(H9年2月生まれの者) 113:30-14:30 1町 民会館| 30附 |子宮顕がん・乳がん検診(30歳以上の女性) 113:00-14:00 1町民会館
移動図:嘗館車運行(志i事川、八反地、問復団地、西岡方面) 1 31附 |固定資産税第2期・図民健1ft保険税第1期納期限

NTT四国電話帳側印刷⑨791-02 重信町大字志津川972番地由(089) 964-2001(代表)町民課編集愛媛県温泉郡重信町発行



く移動図書館車〉

九
月
か
ら
移
動
図
書
館
車

が
新
し
く
な
り
ま
す
。

(
2ト

ン
ト
ラ
ッ
ク
改
造
車
)

現
在
の
図
書
館
車
に
比
べ

大
き
く
、
搭
載
す
る
図
書
も

一
五
O
O

冊
に
増
え
、
車
内

で
も
閲
覧
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

ニ
の
新
し
い
移
動
図
書
館

車
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

ヨ
レ

圃
応
募
締
切

六
月
二
O
日
ま

で

-
応
募
方
法
及
び
応
募
先

O

は
が
き
に
次
の
事
項
を
明

記
の
上

、

ご
応
募
下
さ
い
口

氏
名

住
所
及
び
電
話
番
号

移
動
図
書
館
車
の
名
称

。

あ
て
先

一T
七
九

一
1
0

ニ

重
信
町
見
奈
良
五
O
九
!
三

重
信
町
立
図
書
館

・
当
選
発
表

町
広
報
紙
に
掲
載
し
、
表

彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し

ま
す
。

宅
配
サ
ー
ビ
ス

図
書
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ

て
お
り
ま
す
。

身
体
的
な
事
情
等
で
、
図
書
館

に
来
れ
な
い
方
に
、
図

書
を
自
宅

ま
で
お
届
け
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お

電
話
く
だ
さ
い
。

冨
九
六
四
ー

三
四

一
四

お
電
話
く
だ
さ
れ
ば
、
職
員
が

い
ろ
い
ろ
と
読
書
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

1

1

1
1
1

1

」

源
氏
物
官
官
直

一

五
月
か
ら
新
し
い
講
師
を
迎
え

て
、
巻
二
十
一
「
少
女
」
を
読
み

は
じ
め
て
い
ま
す
。

い
つ
で
も
入
会
で
き
ま
す
の
で

ぜ
ひ
お
出
か
け
下
き
い

。

O
日

時

毎
月
第
一
、
第
三

水
曜
日

午
後
一
時
半
i

三
時
半

町
民
会
館

一
階

婦
人
室

月

二
千
円
程
度

重
松
紀
彦
先
生

O

会
場

O

会
費

O

講
師

連
絡
先

高
田

大
西

図
書
館

冨
九
六
四
|

九
六

一
七

箇
九
六
四
l

七
二
二
五

箇
九
六
四
l

三
四
一
四

., 噌

, l
 

1 

E 

今
話
題
の
本

〔総
記
〕
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

時

代
の
情
報
探
索
術
」
大
串
夏
身

〔哲
学
〕「
全
真
相
坂
本
弁
護
士

一
家
祉
致
・
殺
害
」
江
川
紹
子

〔
歴史
〕
「
八
十
の
手
習
い
」
岩

崎
三
郎

〔社
会
科
学
〕「
立
花
隆
の
同
時

代
ノ
l

卜
」
立
花
隆
「
親
父
た

た
か
う
」
は
し
だ
の
り
ひ
こ

〔自
然
科
学
〕
「
や
す
ら
ぎ
の
ケ

ア
」
読
売
新
聞
社
健
康

・

医
療

〔
工
業
、
技
術〕
「
お
父
さ
ん
の

料
理
」
村
上
昭
子

〔
産
業
〕
「ハ
l

ブ
Q
&
A
1
2

つ
d
」〔

芸
術
〕「
草
木
の
染
色
工
房
」

加
藤
国
男

〔
文
学
〕「
毛
利
一
族
」
古
川
燕

〔
絵
本
〕「
町
た
ん
け
ん

」
秋
山

と
も
子
「
海
賊
モ
l

ガ
ン
の
宝

島
」
那
須
正
幹

「
い
え
で
だ
ブ

ヒ
ブ
ヒ
」

柳
生
ま
ち

子

〔
児
童
〕「
ネ
ネ
コ
さ
ん

の
動
物

写
真
館
」
角
野
栄
子
「
ネ
コ
マ

タ
の
お
ば
ば
と
異
次
元
の
森
」

香
月
日
輪
「

レ
オ
く
ん
い
つ
ま

で
も
」
寺
村
輝
夫
「
お
と
う
と

ね
ず
み
チ

ロ

は
げ
ん
き

」

森
山

吉
小
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